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環境のことを、
自分のこととして考えたい。

環
境
の
た
め
に

F
or the E

nvironm
ent

POINT

6/8
㈯ シ ン ポ ジ ウ ム

脱 炭 素

13:30～ 16:00

みんなで取り組むこと
ゼロカーボンシティ実現に向けて

問　ゼロカーボン推進室

・省エネ家電への買い替えや EV等の導入に加え、  

 建物への太陽光発電設備や蓄電池の設置、断熱 

 改修などの方法もあります。

※小諸市は住宅用太陽光発電パネル・蓄電池、

　EV 等の導入に対して補助金を交付しています。

■ 省エネと再エネ
　  温室効果ガスの削減と再生可能エネルギーの導入

・１人１日当たりのごみの排出量を、

　40 ｇ減らすことを目標にしています。

■目標値：807g（令和 3年度） ⇒ 767g（令和 13 年度）

・ごみを出すときはしっかり分別しましょう。

　生ごみとプラスチック製容器包装は市指定袋に入れる

　など、しっかり分別して燃やさないようにしましょう。

■ 資源循環　１日に出るごみの量を 40g 減らす

■ 自然との共生
       豊かな自然や歴史文化を守り、育み、つなげる
・アサマシジミ※やハヤザキヒョウタンボク※　

などの貴重な希少野生動植物が生息できる

  自然環境を保護しましよう。

  ※小諸市指定保護動植物

・地下水の適正な利用に努めましょう。

■ 第 3次小諸市環境基本計画
■ 第 2 次小諸市ごみ処理基本計画
循環型社会を形成し、ゼロカーボンシティ

を実現するための指針です。一人ひとり

が取り組める簡単な事例や小諸市の課題

も紹介していますので、下記ＱＲコード

からご覧ください。

未来のために、できることから実践して

みましょう。

などの貴重な希少野生動植物が生息できる

アサギマダラ※

40g＝

いちご 2個分

策定しました
（ ！！

６
月
は「
環
境
月
間
」

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」

　
国
連
は
６
月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
日
本
が
セ
ネ
ガ
ル
と
共
同
で
「
国
連
人

間
環
境
会
議
」
に
て
、
環
境
保
護
の
た
め
に
制
定
す

る
よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

さ
ら
に
日
本
は
６
月
５
日
を
「
環
境
の
日
」、
６

月
の
一
か
月
間
を
「
環
境
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、

環
境
省
、
地
方
自
治
体
、
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
、
期

間
中
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
を

〝
自
分
ご
と
〞
と
し
て

　
人
間
活
動
の
影
響
で
、
地
球
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、

【
地
球
温
暖
化
】
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
今
ま
で

に
な
い
レ
ベ
ル
の
猛
暑
や
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が

増
加
す
る
な
ど
自
然
や
暮
ら
し
に
影
響
が
出
ま
す
。

【
生
物
の
絶
滅
】
生
命
が
誕
生
し
て
以
来
、
大
量
に

絶
滅
す
る「
大
絶
滅
」が
５
回
あ
り
ま
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
大
の
研
究
で
は
、
既
に
第
６
回
目
に
入
っ

た
と
さ
れ
、過
去
の
大
絶
滅
と
比
べ
て
進
行
が
速
く
、

そ
の
主
な
原
因
は
人
間
の
活
動
に
よ
る
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
一
人
の
力
や
一
つ
の
国
だ

け
で
は
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
全
世
界
が
一

つ
に
な
っ
て
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
小
諸
市
は
２
０
２
０（
令
和
２
）年
、「
小

諸
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

２
０
２
３（
令
和
５
）年
に
は
環
境
省
か
ら「
脱
炭
素

先
行
地
域
」に
指
定
さ
れ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス（C

O
2

等
）排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
※
と

す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
と
い
う
と
〝
後
回
し
〞
に
考
え
て
し
ま

う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
す
ぐ
に
目

に
見
え
た
効
果
が
出
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
し
か

し
自
分
の
体
の
健
康
管
理
と
同
じ
よ
う
に
、
日
々
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
地
球
の
〝
環
境
＝
健
康
〞
は
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
は
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
触
れ
て
、
取

り
組
む
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
実
質
ゼ
ロ
と
はC

O
2

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
発
生
量

か
ら
森
林
な
ど
で
吸
収
さ
れ
る
量
を
差
し
引
い
た
値
が

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
。

▶会　場　小諸市役所 3階

　　　　　第 1・2会議室

▶内　容　

・脱炭素先行地域づくり事業説明

・講演

・事業者からの説明

・パネルディスカッション

小諸市では、衛生委員やご
み減量アドバイザー等が環境
保全やごみ削減のため各地
で活躍しています。
（写真は環境学習の様子）

環境基本計画 ごみ処理基本計画

環境分野への取組みは、
一人ひとりの行動行動が大切です
環境・ごみ問題について、大切なことだと心の

中では意識している人は多いと思います。しか

し同時に「誰かがやってくれるだろう」と感じ

ている人もいるかもしれません。大切なのは一

人ひとりの行動です。“次世代のために”“自分

ごととして”行動していきましょう。

■長野県地球温暖化
　防止活動推進員
■小諸市環境審議会委員
■小諸市ごみ減量アドバイザー

宇野 親治 氏
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■長野県地球温暖化
　防止活動推進員
■小諸市環境審議会委員
■小諸市ごみ減量アドバイザー


